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令6年8月

旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

旧
ソ
連
・
モ
ン
ゴ
ル
等
に
抑
留
さ
れ
、
死
亡
さ
れ
た

方
々
の
中
央
慰
霊
祭
を
左
記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

一般財団法人全国強制抑留者協会
〒102-0073 東京都千代田区九段北1−8−2

九段第二勧業ビル2階
TEL 03-3261-6565　FAX 03-3261-6548

〈 第 83号 〉

特　別　号

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
中
央
慰
霊
祭
開
催
の
お
知
ら
せ
◆

シ
ベ
リ
ア
抑
留
関
係
者
の
皆
様
へ

◆
日
時

　

令
和
六
年
十
月
十
六
日
（
水
）

　

午
後
一
時
よ
り
（
約
一
時
間
の
予
定
）

◆
会
場

　

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

 

（
三
階
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル
）

　
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
二

－

四

－

一

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
三

－

三
二
六
五

－

八
二
一
一

 

（
代
表
）

電車の場合

●東京メトロ 有楽町線
「麹町駅」半蔵門方面1番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 有楽町線・半蔵門線
「永田町駅」4番・5番出口より
徒歩4分

●東京メトロ 南北線
「永田町駅」9番出口より徒歩3分

●東京メトロ 丸の内線・銀座線
「赤坂見附駅」D出口より徒歩8分

●JR中央線
「四谷駅」麹町出口より徒歩14分

都市センターホテルまでの地図

主
催一

般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

後
援総

務
省

参
加
ご
希
望
の
方
は
、郵
便
番
号・住
所・

氏
名・電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、往
復

は
が
き
で
九
月
二
十
日（
金
）迄
に
お
申

し
込
み
下
さ
い
。

申
込
方
法

　

〒
一
〇
二
︱
〇
〇
七
三

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
︱
八
︱
二

　

九
段
第
二
勧
業
ビ
ル
二
階

　

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
︱
三
二
六
一
︱
六
五
六
五

宛

先
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令6年8月

 

令
和
六
年
度 

実
施
事
業（
十
月
～
十
二
月
）

 

戦
後
強
制
抑
留
者
慰
霊
祭（
中
央
・
地
方
）

　

岩
手
県
支
部　

九
月
八
日
（
変
更
）

　
　

岩
手
県
盛
岡
市
上
田
公
民
館

　

佐
賀
県
慰
霊
祭
実
行
委
員
会　

九
月
十
四
日

　
　

佐
賀
県
佐
賀
市
・
佐
賀
県
遺
族
会
平
和
会
館

　

中
央
慰
霊
祭　

十
月
十
六
日

　
　

東
京
都
千
代
田
区
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

　

福
岡
県
支
部　

十
月
二
十
日

　
　

福
岡
県
福
岡
市
・
護
国
神
社
内
「
参
集
殿
」

　

静
岡
県
支
部　

十
一
月
八
日

　
　

静
岡
県
富
士
市
中
島
公
園
慰
霊
碑
前

　

鳥
取
県
支
部　

十
二
月
八
日

　
　

鳥
取
県
湯
梨
浜
町
慰
霊
碑
前

 「
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
」手
記
の
募
集 

　

戦
後
七
十
九
年
が
経
過
し
シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
者

は
、
徐
々
に
少
な
く
な
り
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
は
薄

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
財
団
だ
よ
り
編
集
委
員

会
で
は
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
の
記
憶
を
次
世
代
に
伝
え
平

和
へ
の
思
い
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
と
し
て
、
シ
ベ
リ
ア

抑
留
体
験
者
の
手
記
（
祖
父
母
や
両
親
か
ら
聞
い
た
話

等
も
可
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
手
記
は
「
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
」
と
題
し

て
財
団
だ
よ
り
に
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

寄附の方法
●銀行振込でのご送金
　三菱ＵＦＪ銀行
　市ヶ谷支店
　普通預金口座
　1055487

●現金でのご送金
　〒102-0073
　東京都千代田区九段北１-８-２
　九段第二勧業ビル２階
　一般財団法人全国強制抑留者協会

 
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留

  
平
和
へ
の
願
い

　

私
は
昭
和
十
二

年
旧
満
州
撫
順
市

で
、
四
男
三
女
の

上
か
ら
四
番
目
の

次
女
と
し
て
生
ま

れ
ま
し
た
。
父
は

製
紙
会
社
を
営
ん
で
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
年
五
月

四
十
一
歳
で
招
集
さ
れ
、
そ
の
二
ヵ
月
後
幼
い
子
供
六

人
を
残
し
母
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
十
五
歳
の
姉
が
母

替
わ
り
に
子
供
達
だ
け
の
厳
し
い
生
活
の
中
、
二
人
の

弟
が
相
次
い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
火
葬
場
は
、

死
体
の
山
で
受
け
付
け
て
も
ら
え
ず
、
兄
と
三
人
で
薪

を
拾
い
河
原
で
荼
毘
に
臥
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

恐
ろ
し
く
悲
し
い
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
姉
兄
の
四
人
で
苦
難
の
引
き

揚
げ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
引
き
揚
げ
の
途
、
道
端
で
、

無
蓋
列
車
あ
る
い
は
船
中
で
死
ん
で
ゆ
く
多
く
の
日
本

人
を
見
て
き
ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
七
月
舞
鶴
港
に

着
き
。
初
め
て
日
本
の
土
を
踏
み
し
め
ま
し
た
。
そ
の

後
、
日
本
で
姉
兄
四
人
が
一
緒
に
暮
ら
す
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
元
気
で
今
日
ま
で
暮
ら
せ
て
い
る

こ
と
を
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
三
年
、
ソ
ビ
エ
ト
元
大
統
領
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
氏

が
来
日
の
際
、
持
参
さ
れ
た
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
死
亡
者

名
簿
の
中
に
、
懐
か
し
い
父
の
名
前
を
見
つ
け
ま
し
た
。

　

平
成
四
年
九
月
、
姉
と
私
は
厚
生
省
シ
ベ
リ
ア
墓
参

団
に
参
加
す
る
こ
と
が
出
来
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
に
着
き
ま

し
た
。
こ
の
大
地
の
何
処
か
に
父
が
眠
っ
て
い
る
「
お

父
さ
ん
、
も
う
す
ぐ
行
き
ま
す
よ
」
と
心
の
中
で
叫
び

ま
し
た
。

　

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
に
乗
り
ビ
ロ
ビ
ジ
ャ
ン
に
行
く
途
中
、

厚
生
省
の
方
か
ら
「
あ
な
た
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
い

が
お
父
さ
ん
が
眠
っ
て
お
ら
れ
る
ビ
ラ
に
は
い
け
ま
せ

ん
」
と
言
わ
れ
、
私
と
姉
は
そ
の
言
葉
に
愕
然
と
し
ま

し
た
。

　

父
が
眠
る
場
所
に
行
け
る
こ
と
だ
け
を
願
っ
て
来
た

の
に
何
故
；
；
父
に
、
母
と
二
人
の
弟
の
死
、
河
原
で

荼
毘
に
臥
し
た
こ
と
、
姉
兄
の
四
人
で
頑
張
っ
て
引
き

揚
げ
て
き
た
こ
と
、
引
き
揚
げ
途
中
の
貨
車
の
中
で
偶

然
伯
父
さ
ん
に
出
逢
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
の
生
活
な
ど

報
告
し
な
く
て
は
と
思
っ
て
此
処
ま
で
来
た
の
に
ビ
ラ

ま
で
い
け
な
い
な
ん
て
；
；

　

あ
く
る
日
、
バ
ス
で
山
の
中
を
進
ん
で
い
た
時
、
思

い
が
け
な
く
通
訳
の
方
が
「
此
処
が
ビ
ラ
で
す
」
と
言
っ

て
バ
ス
を
止
め
ま
し
た
。な
ん
と
ビ
ラ
に
着
い
た
の
で
す
。

 

父
が
眠
る
墓
標
の
前
に
ひ
ざ
ま
づ
き
、
束
の
間
の
時

間
で
し
た
が
い
ろ
い
ろ
な
事
を
話
し
か
け
る
こ
と
が
出

来
、
夢
の
よ
う
な
私
達
の
墓
参
で
し
た
。
バ
ス
は
、
奥

へ
奥
へ
と
進
み
大
き
な
森
の
側
に
止
ま
り
、
そ
の
森
全

体
が
墓
地
と
分
か
り
ま
し
た
。
想
像
以
上
に
厳
し
い

状
況
の
中
で
、
国
の
為
、
命
を
懸
け
て
力
の
限
り
勇
敢

に
戦
っ
た
男
た
ち
の
無
念
の
叫
び
が
漂
う
こ
の
森
、
望

郷
の
念
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
飢
餓
の
状
態
で
虫

け
ら
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
の
よ
う
に
扱
わ
れ
奪
わ
れ
た
命
。

私
は
、
森
に
佇
み
命
の
尊
さ
を
し
み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
、
生
き
る
喜
び
、

そ
の
全
て
を
根
こ
そ
ぎ
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
恐
ろ
し
い

凶
器
そ
れ
が
戦
争
だ
と
思
い
ま
す
。
私
が
今
一
番
伝
え

た
い
こ
と
は
、
多
く
の
人
た
ち
の
犠
牲
の
も
と
に
今
日

の
平
和
な
日
本
が
あ
る
こ
と
を
国
民
と
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
欲
し
い
こ
と
。
戦
争
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留

を
後
世
に
伝
え
る
歴
史
を
今
一
度
考
え
て
欲
し
い
こ
と

で
す
。
私
は
、
八
十
六
才
に
な
っ
た
昨
年
、「
今
伝
え

た
い
、
平
和
へ
の
願
い-

蟻
の
な
み
だ
」
を
出
版
し
ま

し
た
。
平
和
の
尊
さ
が
皆
様
の
心
に
少
し
で
も
届
く
こ

と
が
出
来
れ
ば
こ
れ
に
勝
る
喜
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。

佐賀県
坂口 康子

　日頃より一般財団法人全国強制抑留者協会の活動に対しま
して多大なご理解・ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　本会では、慰籍事業ならびに慰霊事業等の諸事業を実施し
ていますが、これらの事業を継続し、さらに充実させていくため
には皆様のご理解と支えが必要です。引き続き皆様からのご支
援、ご協力をお願い申し上げます。

ご寄附のお願い

住
所
、名
前
、連
絡
先
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、手
記（
様
式
は

問
い
ま
せ
ん
。一
、二
〇
〇
字
以
内
）や
写
真
等
を
添
付
し
て
、下

記
の
応
募
先
へ
、郵
便
、e-m

ail

等
に
よ
り
お
送
り
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法

　

〒
一
〇
二
︱
〇
〇
七
三

　

東
京
都
千
代
田
区
九
段
北
一
︱
八
︱
二　

九
段
第
二
勧
業
ビ
ル
二
階

　

一
般
財
団
法
人
全
国
強
制
抑
留
者
協
会 

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
三
︱
三
二
六
一
︱
六
五
六
五

　

e-m
ail : yoshida@

zaidan-zenyokukyo.or.jp

応
募
先


